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１ 

は
じ
め
に  

高
松
市
域
で
著
名
な
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
石
清
尾
古
墳
群
で
す
。
こ
の
古
墳
群
は
、
高
松
市
街
地
か
ら
も
近
い
、
稲

荷
山
、
峰
山
、
浄
願
寺
山
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
山
塊
に
分
布
す
る
、
約
二
百
基
の
古
墳
か
ら
な
る
一
大
古
墳
群
で
す
（
図
一
）。
古
墳

時
代
を
前
・
中
・
後
期
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
た
場
合
、
こ
の
古
墳
群
で
は
前
期
と
後
期
に
多
数
の
古
墳
が
築
か
れ
ま
し
た
。
特
に

注
目
す
べ
き
は
、
前
期
に
築
か
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
人
物
を
埋
葬
し
た
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
で
あ
り
、「
積
石
塚
」、「
双
方
中
円

墳
」
と
い
う
他
地
域
の
古
墳
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
有
す
る
こ
と
で
す
。 

積
石
塚
と
は 

前
期
に
石
清
尾
山
塊
に
築
造
さ
れ
た
の
が
「
積
石
塚
」
と
い
う
種
類
の
古
墳
で
す
。
積
石
塚
は
、
前
期
に
四
国
島
北

東
部
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
な
ど
、
そ
し
て
後
期
に
は
長
野
県
な
ど
、
日
本
列
島
の
一
部
の
地
域
で
築
か
れ
た
石
積
み
の
墳
墓
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
古
墳
と
言
え
ば
土
を
盛
り
上
げ
て
造
ら
れ
た
「
盛
土
墳
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
積
石
塚
は
墳
丘
内
部

か
ら
石
を
積
み
上
げ
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 
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特
異
な
形
の
古
墳 

石
清
尾
山
古
墳
群
で
は
、
中
央
に
円
形
の
墳
丘
、
そ
の
両
側
に
方
形
の
墳
丘
を
配
置
す
る
双
方
中
円
墳
が
三
基

築
か
れ
ま
し
た
。
上
か
ら
見
る
と
袋
に
包
ま
れ
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
よ
う
な
形
で
、
二
つ
あ
る
方
形
の
墳
丘
が
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
、

形
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
（
図
二
）。
古
墳
時
代
、
日
本
列
島
の
大
部
分
の
地
域
で
は
前
方
後
円
墳
を
頂
点
と
す
る
形
・
大
き
さ
に

よ
る
階
層
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
石
清
尾
山
古
墳
群
で
は
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
よ
り
も
大
き

い
双
方
中
円
墳
が
築
か
れ
て
い
る
の
が
も
う
一
つ
の
特
徴
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
地
域
で
見
ら
れ
る
古
墳
の
形
に
よ
る
階
層
性

を
石
清
尾
山
古
墳
群
で
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。
単
に
珍
し
い
形
の
古
墳
が
あ
る
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
、
地
域
間
の
力
関
係
を
比
べ
る
場
合
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
次
に
、
本
日
見
学
す
る
古
墳
の
ル
ー
ト
順
に
、
古
墳
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
本
来
は
、
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
順
に

説
明
す
る
の
が
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
古
墳
の
立
地
の
都
合
で
、
案
内
す
る
順
に
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 
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図１ 石清尾山古墳群 分布図（高松市教育委員会 2018 から引用） 
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２ 

石
清
尾
山
二
号
墳  

 

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
積
石
塚
で
は
な
く
盛
土
墳
で
す
。
石
清
尾
山
二
号

墳
は
、
後
期
に
築
か
れ
た
盛
土
墳
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
袖

式
の
横
穴
式
石
室
で
、
か
つ
て
内
部
は
牛
小
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

一
部
が
後
世
に
改
変
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
調
査
で
、
石
室
内
か
ら
須
恵
器
・

土
師
器
の
ほ
か
に
、
金
環
と
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
石
清

尾
山
二
号
墳
か
ら
二
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
に
は
石
清
尾
山
三
号
墳
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
奥
壁
幅
や
玄
室
の

長
さ
・
高
さ
は
石
清
尾
山
二
号
墳
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
類
似
性
が
注
目
さ

図２ 双方中円墳 イメージ図（稲荷山北端古墳）（高松市教育委員会 2018 から引用） 
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れ
ま
す
。
石
清
尾
山
塊
に
は
、
こ
の
よ
う
な
盛
土
墳
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
調
査
等
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
対
象
と

言
え
ま
す
。 

 

３ 

猫
塚
古
墳 

全
長
約
九
十
六
メ
ー
ト
ル
の
双
方
中
円
墳
で
、
古
墳
群
中
で
最
大
規
模

の
積
石
塚
で
す
（
図
三
）。
峰
山
の
西
側
に
立
地
し
て
お
り
、
中
円
部
か
ら

は
本
津
川
下
流
域
を
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
期
に
大
盗
掘
を
受
け
、

中
円
部
に
あ
っ
た
複
数
の
埋
葬
施
設
の
多
く
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
墳
は
、
高
さ
約
五

．五
メ
ー
ト
ル
と
立
体
感
の
あ
る
中
円
部
が
象
徴

図３ 猫塚古墳 実測図（京都大国大学 1933 から引用） 
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的
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
り
つ
く
方
形
部
も
、
最
も
高
い
先
端
部
で
約
二

．四
メ
ー
ト
ル

も
の
高
さ
が
あ
り
、
立
体
感
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
埋
葬
施
設
は
、
現
在
、
確
実
に
残

っ
て
い
る
と
言
え
る
の
が
、
中
円
部
北
側
付
近
に
位
置
す
る
竪
穴
式
石
室
一
基
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
竪
穴
式
石
室
は
保
存
目
的
で
昭
和
期
に
埋
め
戻
し
た
た
め
、
現
在
、
そ

の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
元
々
ど
の
よ
う
な
埋
葬
施
設
が
あ
っ
た
の

か
を
推
測
す
る
資
料
と
し
て
、
昭
和
初
期
に
行
わ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
の
調
査
成
果

（
以
下
、「
京
大
報
告
」
と
呼
称
）
が
参
考
に
な
り
ま
す
（
図
四
）。
報
告
に
よ
れ
ば
、

中
円
部
に
は
高
さ
に
違
い
の
あ
る
埋
葬
施
設
が
、
い
ず
れ
も
東
西
方
向
に
長
軸
を
配

し
て
九
基
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
に
は
最
大
規
模
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
主
要
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物

図４ 猫塚古墳 埋葬施設復元図（京都大国大学 1933 から引用） 
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は
、
鏡
五
面
、
石
釧
一
点
、
筒
形
銅
器
三
点
、
小
銅
剣
十
七
点
、
銅
鏃

八
点
、
鉄
鏃
四
点
、
鉄
剣
四
点
、
鉄
刀
一
点
、
鉄
鑿
一
点
、
鉄
鉇
一

点
、
鉄
斧
一
点
、
土
師
器
壺
一
点
で
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
同
時
期

に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
仿
製
三
角
縁
神
獣
鏡
や
筒
形

銅
器
な
ど
、
前
期
後
半
に
帰
属
す
る
資
料
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
が
同
墳
の
副
葬
品
か
は
十
分
な
検
討
を
要
し
ま
す
。 

 

４ 

姫
塚
古
墳 

全
長
は
約
四
十
三
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
（
図
五
）。
古
墳

群
の
な
か
で
最
も
後
円
部
の
残
り
が
良
く
、
後
円
部
で
三
段
分
、
前

図５ 姫塚古墳 実測図（京都帝国大学 1933 から引用） 
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方
部
で
二
段
分
の
積
石
段
を
観
察
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
後
円
部
は
下
か
ら
二
段
目
の
残
り
が
良
く
、
連
続
し
て
積
石
段
を
観
察

で
き
ま
す
。
残
り
の
良
い
箇
所
で
、
高
さ
が
約
一
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
お
り
、
垂
直
な
段
で
あ
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
積
石
段

は
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
造
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
後
円
部
は
水
平
に
墳
丘
を
築
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。
埋
葬
施
設
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
痕
跡
を
観
察
で
き
ま
せ
ん
が
、
京
大
報
告
で
は
、
後
円
部
の
墳
頂
部
中
央
に
大
き
な
盗
掘
孔
が
存
在
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
物
は
、
過
去
に
円
筒
埴
輪
と
壺
形
埴
輪
が
出
土
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
円
筒
埴
輪
は
、
定
型
化
し
た
円
筒
埴

輪
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
古
墳
群
中
で
も
新
し
い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
積
石
塚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

５ 

石
船
塚
古
墳 

全
長
約
五
十
七
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
（
図
六
）。
全
体
的
に
立
体
感
が
あ
り
、
前
方
部
が
前
端
部
に
向
け
て
外
側
に
開
く

形
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
円
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、
国
分
寺
町
で
産
出
す
る
輝
石
角
閃
石
安
山
岩
で
造
ら
れ
た
石
棺
が
露
出
し
て
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い
ま
す
。
こ
の
埋
葬
施
設
は
、
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
主
軸
を
有
し
て
い
ま
す
。
石
棺
は
、
棺
身
の
横
に
天
地
が
逆
転
し
た
棺
蓋
が
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
埋
葬
施
設
の
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
棺
身
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
元
々

の
位
置
を
ほ
ぼ
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
棺
蓋
は
、
段
階
を
経
て
天
地
逆
転
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
元
の
位

置
か
ら
人
為
的
に
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
埋
葬
施
設
の
南
西
側
約
三
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
、
主
軸
が
ほ
ぼ
南

北
方
向
の
小
規
模
な
竪
穴
式
石
室
が
一
基
あ
り
ま
す
。
複
数
の
角
柱
状
の
石
材
を
天
井
石
と
し
て
お
り
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
三
十

六
年
に
か
け
て
、
内
部
か
ら
直
径
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
変
形
神
獣
鏡
が
一
点
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
埋
葬
施
設
以
外
で

は
、
京
大
報
告
に
、
前
方
部
墳
頂
の
や
や
後
円
部
に
近
い
位
置
で
、
墳
丘
主
軸
に
沿
う
よ
う
な
配
置
の
小
規
模
な
竪
穴
式
石
室
一
基

が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
盗
掘
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
内
部
か
ら
土
器
片
が
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
で
こ
の
埋
葬
施
設
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
墳
に
伴
う
遺
物
は
、
円
筒
埴
輪
と
壺
形
埴
輪
の
双
方
が
採
取
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
元
々
据
え
ら
れ
た
位
置
で
出
土
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
す
。 
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図７ 鏡塚古墳 実測図（京都帝国大学 1933 から引用） 

 

図６ 石船塚古墳 実測図（京都帝国大学 1933 から引用） 
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６ 

鏡
塚
古
墳 

 
古
墳
群
中
で
上
位
ベ
ス
ト
三
に
入
る
規
模
の
双
方
中
円
墳
で
、
全
長
約
六
十
八
メ
ー
ト
ル
で
す
（
図
七
）。
同
墳
の
南
方
と
北
方
の

尾
根
上
に
は
北
大
塚
古
墳
な
ど
が
連
な
る
よ
う
に
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
円
部
は
立
体
的
で
、
墳
頂
部
が
広
く
平
ら
な
形
状
と
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
方
形
部
も
立
体
感
が
あ
り
、
先
端
は
や
や
外
側
に
開
く
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
積
石
塚
の
よ
う
に

詳
し
い
石
積
み
の
技
法
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
京
大
報
告
で
は
、
調
査
時
に
中
円
部
を
中
心
に
複
数
の
掘
り
起
こ
さ
れ
た
痕
跡
が

観
察
さ
れ
て
お
り
、
埋
葬
施
設
は
盗
掘
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

７ 

北
大
塚
古
墳 
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全
長
約
三
十
九
・
八
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
（
図
八
）。
同

墳
の
西
側
に
は
北
大
塚
西
古
墳
、
東
側
に
は
北
大
塚
東
古
墳
が
隣
接
し

て
お
り
、
三
基
の
積
石
塚
が
連
な
る
よ
う
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
同
墳

は
特
に
前
方
部
の
残
り
が
良
く
、
古
墳
の
全
体
像
を
捉
え
や
す
い
古
墳

と
言
え
ま
す
。
同
墳
は
、
各
所
に
積
石
段
が
露
出
し
て
お
り
、
特
に
前

方
部
は
塊
石
を
積
み
上
げ
た
積
石
段
を
連
続
し
て
観
察
で
き
ま
す
。
後

円
部
は
、
一
部
で
高
い
積
石
段
が
残
っ
て
い
ま
す
。
前
方
部
で
は
、
北

側
面
・
南
側
面
・
前
端
部
の
各
面
で
、
積
石
段
が
良
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
積
石
段
の
配
置
か
ら
、
前
方
部
は
先
端
に
向
け
て
外
側
に
開
く
形

状
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
、
北
側
面
で
東
西
約
十
一
メ
ー

図８ 北大塚古墳・北大塚東古墳 実測図（京都帝国大学 1933 から引用） 
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ト
ル
に
わ
た
っ
て
積
石
段
が
残
っ
て
お
り
、
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
一
部
で
は
、
高
さ
が
約
一
・
一
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
垂
直
な
積
石
段
で
あ
る
こ
と
が
観
察
で
き
ま
す
。
同
墳
の
埋
葬
施
設
は
現
状
で
そ
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

京
大
報
告
で
は
後
円
部
中
央
に
盗
掘
孔
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

８ 

石
清
尾
山
古
墳
群
の
変
遷  

古
墳
時
代
前
期
と
さ
れ
る
百
五
十
年
間
で
、
石
清
尾
山
塊
に
は
積
石
塚
の
み
が
築
か
れ
ま
し
た
。
積
石
塚
が
築
か
れ
た
前
期
に
限

る
と
、
前
方
後
円
墳
九
基
、
双
方
中
円
墳
三
基
、
円
墳
十
七
基
、
方
墳
一
基
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
は
別
に
消
滅
し
た
た
め

形
が
分
か
ら
な
い
積
石
塚
が
十
五
基
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
現
在
、
十
四
基
の
積
石
塚
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
盛
土
墳
の
二
基
を
含
め
る
と
、
合
計
十
六
基
）。
前
期
の
積
石
塚
が
こ
れ
ほ
ど
密
集
す
る
古
墳
群
は
他
に
な
く
、
そ
の
点
か

ら
前
期
に
築
造
さ
れ
た
積
石
塚
の
一
大
古
墳
群
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
古
墳
の
規
模
で
は
猫
塚
古
墳
が
古
墳
群
中
で
最
大
で
あ
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る
た
め
、
百
メ
ー
ト
ル
ク
ラ
ス
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
他
地
域
と
比
べ
る
と
見
劣
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
地
域
に
な
い
双

方
中
円
墳
を
築
い
た
こ
と
、
前
期
全
般
を
通
じ
て
積
石
塚
を
連
綿
と
築
い
た
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
観
点
か
ら
、
石
清
尾
山
古
墳
群

は
全
国
的
に
も
稀
有
な
古
墳
築
造
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
級
品
の
遺
跡
と
言
え
る
の
で
す
。 

古
墳
築
造
の
変
遷 

次
に
、
具
体
的
に
ど
の
古
墳
が
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。
三
つ
の
山
塊
の
う
ち
、

主
要
な
積
石
塚
は
稲
荷
山
と
峰
山
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
前
期
を
さ
ら
に
四
時
期
（
前
半
古
相
、
前
半
新
相
、
後
半
古
相
、
後
半
新

相
）
に
分
け
て
見
て
い
き
ま
す
。 
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前図９ 石清尾山古墳群 時期別変遷（高松市教育委員会 2018 から引用） 
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前
半
古
相 

峰
山
に
前
方
後
円
墳
の
鶴
尾
神
社
四
号
墳
、
石
清
尾
山
九
号
墳
が
築
か
れ
ま
す
。
初
期
の
段
階
か
ら
前
方
後
円
墳
と
い

う
墳
形
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
稲
荷
山
で
、
双
方
中
円
墳
で
あ
る
稲
荷
山
北
端
古
墳
が
築

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
峰
山
と
稲
荷
山
に
、
前
方
後
円
墳
に
加
え
て
、
双
方
中
円
墳
が
三
基
の
中
で
最
大
規
模
の
古
墳
と

し
て
築
か
れ
ま
す
。 

前
半
新
相 

峰
山
に
猫
塚
古
墳
・
鏡
塚
古
墳
と
い
う
二
基
の
双
方
中
円
墳
、
稲
荷
山
に
稲
荷
山
南
塚
古
墳
と
稲
荷
山
姫
塚
古
墳
と
い

う
二
基
の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
ま
す
。
各
古
墳
か
ら
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
複
数
集
団
が
古

墳
を
築
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
規
模
の
大
き
い
古
墳
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
猫
塚
古

墳
は
、
讃
岐
地
域
の
同
時
期
の
古
墳
の
中
で
も
最
大
規
模
で
あ
り
、
古
墳
を
築
造
し
た
集
団
が
讃
岐
地
域
の
中
で
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
た
時
期
と
想
定
で
き
ま
す
。 
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後
半
古
相 

峰
山
に
北
大
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
が
築
か
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
全
長
四
十
メ
ー
ト
ル
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
前

段
階
よ
り
も
古
墳
の
規
模
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
群
の
象
徴
と
も
言
え
る
双
方
中
円
墳
は
築
造
さ
れ
な
く
な
り
、
古
墳

が
築
造
さ
れ
る
場
所
も
峰
山
だ
け
に
な
る
な
ど
、
前
段
階
よ
り
も
古
墳
群
の
勢
力
が
縮
小
傾
向
に
な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

後
半
新
相 

峰
山
に
前
方
後
円
墳
の
石
船
塚
古
墳
が
一
基
の
み
築
か
れ
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、
古
墳
群
中
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
で

あ
り
、
ま
た
、
石
清
尾
山
か
ら
お
よ
そ
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
国
分
寺
町
鷲
ノ
山
で
産
出
す
る
石
材
で
造
ら
れ
た
刳
抜
式
石
棺

を
被
葬
者
の
棺
と
し
て
入
手
す
る
も
の
の
、
こ
れ
を
最
後
に
古
墳
群
で
大
規
模
な
積
石
塚
は
築
造
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

前
期
を
通
じ
て
積
石
塚
が
連
綿
と
築
か
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
趨
勢
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
石
清
尾
山
古
墳
群
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
古
墳
築
造
を
と
お
し
て
、
讃
岐
地
域
の
情
勢
を
検
討
で
き
る
点
に
、
本
古
墳
群
の
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。 

９ 

お
わ
り
に  
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石
清
尾
山
古
墳
群
に
つ
い
て
、
古
墳
ご
と
、
さ
ら
に
古
墳
群
の
変
遷
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
詳
し
い
調
査
が
な
さ
れ
た
の
は
ご
く

一
部
の
古
墳
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
限
定
的
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
史
跡
に
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
歴
史
的
価
値
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
余
地
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
継
続
し
た
調
査
・

研
究
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
令
和
五
年
度
に
本
古
墳
群
の
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
形
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
こ
の
積

石
塚
を
適
切
に
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
重
要
な
課
題
と
言
え
ま
す
。
市
民
の
方
々
に
、
古
墳
群
の
歴
史
的

価
値
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
で
と
も
に
後
世
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 
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